
メルマガ１２月（５０号） ＜特集＞ クラブの財源を考える 

 

        財源を生む「種蒔き」としてのイベント 

～さんわスポーツクラブ（新潟県上越市） 

 

１．クラブ主催「さんすぽまつり」の背景・意義 

旧三和村であった三和区は、平成 17 年１月に 14 市町村が集まり上越市として大型合併をし、５月に地区

で中心的役割を果たしてきた体育協会組織を母体に、「さんわスポーツクラブ」（以下、さんわ SC）をスタ

ートさせました。 
地区住民のさんわ SC に対する期待とともに、三和地区住民自身が支えていかなければという思いは強い

ものがあります。その現われとして、体協時代からの賛助会員数が社会的な不況の中でも継続しているとい

う事実が物語っています。 
 
大河ドラマ「天地人」の春日城から見下ろすと、クラブは頚城平野の真ん中にある田園地帯にありますが、

逆に言うと格別特徴のない平穏な土地柄であります。それだけに、新たにできたスポーツクラブの動向には

関心を持ち、年一度、クラブ主催で開催されている「さんスポまつり」は、地域の人たちを呼び込む魅力を

持っています。 
 
このイベントに地域から大勢の人たちが集ま

り、体験し、さんわ SC の存在を再認識しても

らう意義は大きいものです。 
会員以外の人たちも気楽に集まり、楽しく過

ごし、いろいろな人と交流できるようになって

います。 
 
 

２．「さんスポまつり」のねらい 

「さんスポまつり」は、３月上旬に開催されて

いますが、以下のようなねらいで行われていま

す。 
                            イベント中でのキンボール大会 
①新規会員獲得の場                       

４月から始まる各種教室を体験できるようにし、新しい会員を獲得する場となっています。          

②地区の青少年が集まる機会  
高校がない地区のため、中学卒業・受験直後の仲間が集まる機会としています。地域の中学生が元気

に羽ばたき、高校に行ってもスポーツをやって欲しいという願いが込められています。 
③地区商店の協力で売上の一部を財源化 

賛助会員である地区内の商店等から商品を仕入れ、売り上げの一部をクラブの財源となるように協力

を依頼し、地域との関係強化をはかっています。 
④スタッフの団結する場 

「さんスポまつり」は企画の段階からスタッフ全員で考え実施・運営します。スタッフ全員が集まる機

会は多くないので、よい団結の場となっています。 



３．人が集まる賑わいづくりの工夫 

「さんスポまつり」では、より多くのメニューを工夫して実施しています。小さな子供達からお年寄りまで

が喜んで、気楽にできるメニューを時間差、いろいろな場所で同時展開できます。 
スポーツ体験をはじめ、「ストラックアウト・輪投げ」「おみせやさん＆フリーマーケット」などの「あそ

びの広場」を設けて楽しい雰囲気づくりをしています。 
 
「みんなでレッツ！ダンス！」は、今年の目玉として、老若男女誰もが参加できるダンスの時間を設定しま

した。この 45 分間は、ほかのコーナーも休止します。スタッフも参加者も全員で一斉に楽しむダンス企画

に盛り上がりました。また、会場に音楽を流し、横幕、垂れ幕、のぼり旗等を使って賑々しく、静かな地区

に振って沸いたような賑わいを作る工夫をしています。 
 

４．財源を生む「種蒔き」としてのイベント 

「さんスポまつり」は今年で４回目を迎えました。毎回300～400人前後の参加者ですが、この地区人口 6,000
人の約５％超という参加率の高さです。参加者の笑顔と賑やかさで盛り上がり、地域で欠かせないイベント

となっています。スタッフの団結力も高まりました。 
 
「さんスポまつり」での利益は、昨年度 30,000 円弱と額は少ないですが、今後の事業展開に大きな可能性

を秘めています。このイベントで総合型クラブの存在を理解する人が増え、会員となるきっかけになった人

も増えています。 
「さんスポまつり」が、新規会員や新たな参加者の発掘、賛助会員の事業参加促進になって、新たな財源を

生む「種蒔き」としてのイベントと言っても過言ではないでしょう。 
（宮田新太郎 新潟県クラブ育成アドバイザー） 

 
 
【さんわスポーツクラブ・プロフィール】 

１．設立 

  設立年：平成 17 年 5 月 
  設立母体：地区体育協会 
２．地域 

人口：地区人口6,000人 

３.クラブ 

会員数：363 人、賛助会員数 68 団体   

予算規模：約550万円（自己財源率約80％） 

 活動内容：定期種目 23、行事・イベント 15、 
委託事業（転倒予防教室）18 回（教室 15 回、体力測定 3 回）延べ 286 人 

４．連絡先   
連絡先：新潟県上越市三和区島倉 2383 番地３ 三和スポーツセンター内 

     ＴＥＬ：０２５－５２９－２７１１  ＦＡＸ：０２５－５２９－２７１２ 
     Email：sanwaspo@joetsu.jp 
 

 

関連リンク：宮田新太郎氏プロフィール 

http://www.japan-sports.or.jp/local/outline/adviser/16.html 

 
       


